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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 4,1098 4,1263 0,40% 0,96% 3,6374 4,1945

対円 JPY 26,38 26,26 -0,45% -0,73% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,5366 4,5504 0,30% 0,54% 4,1646 4,6508

対ドル JPY 108,29 108,40 0,10% 0,29% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 119,71 119,53 -0,15% -0,16% 115,87 127,50

Index 103.832 104.302 0,45% 0,77% 106.650 87.536

bps 134,30 133,41 -0,66% 11,03% 209,52 117,88

% 6,68 6,65 -0,45% -9,74% 9,34 6,65

% 4,93 4,91 -0,32% -6,79% 6,69 4,91

% 2,00088 2,00088 0,00% -6,47% 2,8039 1,9843

Index 176,04 174,99 -0,60% 0,11% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日は、日本・カナダ・米国が祝日だったため全体的に薄い商いのなか、先週の米中貿易協議での合意内容
の見極めに加え、米国によるトルコへの制裁に関する地政学リスクの再燃に伴い、安全通貨が買われた。
米中の貿易協議では、中国共産党機関紙である人民日報系新聞（環球時報）の胡錫進編集長が「先週、米中
貿易はこう着状態を打破しており、両国とも最終的な合意を結ぶための強い意志がある」とツイートし、協議の
進展への期待が高まっている一方で、１２月に予定の関税引き上げについては米国側が保留しており、引き
続き交渉の見極めが必要な状態となっている。トルコのシリア侵攻に対してトランプ大統領は制裁を発動すると
発表。声明では、トルコに対する鉄鋼関税を５０％引き上げるとともに、貿易協定を巡る交渉を停止することを
明らかにし、トルコ現職・元当局者やシリア北東部を不安定化させる同国の人物に制裁を科すとした。４．１１レ
アル台で始まったドルレアルは一時４．１３台後半までレアル安が進行したものの、４．１２レアルとなっており、
ボベスパ指数は特段方向感なく、１０４，０００ポイント台での推移となった。
ブラジル中銀より発表の経済見通しでは、２０１９年のIPCAが３．２８％（前回３．４２％）と１０週連続の下落、２０
２０年も３．７３％（前回３．７８％）に３週連続の下落となった。また２０２０年のSelicレートは４．７５％（前回５．０
０％）に引き下げられ、２０１９年末予想と同水準の４．７５％となっており、依然として物価の伸び悩みに伴う低
金利が継続する見通しとなっている。


